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日本語学科、中国語学科で有名な大学で、多くの生徒が日本語について勉強しています。

Summer schoolという外国人のためのイタリア語の授業とCLA という大学付属の語学学校でイ
タリア語の授業が開講されていました。

勉学面ではあまりサポートを受けませんでした。

精神面ではあまりサポートを受けませんでした。
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ESUという団体がアパートの情報を提供してくれます。しかし、友達はfacebook等のサイトで
個人的に家を探す人が多かった気がします。

交流を深めるための課外活動は、ヴェネチア大学の本学生が主導で多数行われていました。

私はジュデッカという本島とは別の島にある、Junghansという寮に住んでいました。その寮は
電子レンジしかなく、料理に関してはとても不便でした。また、途中から冷蔵庫や洗濯機がお
いてある部屋が夜11時ごろに閉まるようになり、その点に関しても不便な思いをしました。し
かし、部屋自体は大きく、寮の管理人さんもいらっしゃったので安全な寮だったと思います。

東京海上日動の治療・救援費用が無制限で死亡に関する保障が一番低い種類の保険に加入
しました。

■

■

1ヶ月10ユーロ

■

大学の教室内はほとんどwi-fiが通っており、使うことができました。

いいえ
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デビットカードを作りました。

知らない人ともすぐ友達になる点、いろいろなことに関して適当だが最後にはなんとかなる
点、基本的に失敗したり上手くいかなくても落ち込まない点は文化の違いだと感じました。

コーラス部に所属していたので、その練習の週1回は大学外の現地の人とコンタクトを持
ちました。

コーラス部に所属しました。

夜中2時ごろ一人で歩いたことが何回かありましたが、怖い目にはあわなかったので、治
安はイタリアの中でいい方だと思います。

JASSO 8万

地球の歩き方、イタリアの電車の情報↓ 
http://www.trenitalia.com/cms/v/index.jsp?vgnextoid=4ddd1a035296f310VgnVCM1000005817f90aRCRD

私と同じ寮に住むのであれば、シリコンスチーマー。

イタリアに初めてきたときは、全くと言っていいほどイタリア語を話すことができませんでし
たが、帰るころには、イタリア語である程度会話ができるようになりました。イタリア人から
も上手くなったと言ってもらえるほど、上達することができました。
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デビットカードでお金をおろすことができなかったこと。

薦めます。なぜなら、この留学を通して、日本での常識は世界の常識ではないことに気付かさ
れ、そのため、日本で当たり前に思っていたことに対して感謝することができるようになった
からです。また、仲良くなったイタリア人の友達の一人に、人生楽しまないと損ということを
言われ続け、これから自分が楽しいと思えることを選んでいこうと思うようになり、考え方に
関して影響を受けることができたからです。
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No. 

 
(  

English 
Language

Daniela Cesiri ２
発表二回と授業中の発言などで評価されるので、人前
で話せるようになりたい人にはお勧めの授業です。

History of 
international rilations

BASOSI 
Duccio １

教授と一対一の議論するというテストがあり、自分の意見
を論理的に英語で表現する練習になると思います。

ITALIAN FOR 
FOREIGNERS - 
ELEMENTARY 

VALERIA TONIOLI, 
Barbara D'ANNUNZIO, 

Elena Ballarin
２ 復習をすることで、イタリア語の向上

になると思います。
ITALIAN Language 

course "A2" (European 
Council)

Elena Ballarin ２ 宿題はありますが、それほど量は多く
ないと感じました。

クラスのサイズはイタリア語の授業以外は大きいと思います。 
成績評価は一生懸命やれば認めてくれると感じました。そのため、単位をとることがべらぼうに難しいわけでは
ありません。 
現地学生は日本よりは発言するように感じましたが、自分が全く意見を言えないような雰囲気ではありませんで
した。 
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ここでは、ヴェネチア大学に留学して良かった点、悪かった点について書きたいと思います。
良かった点は、2点あります。一点目は、イタリア語を勉強するのに適していた点です。ヴェ
ネチア大学は日本語学科が有名で、日本人に興味を持っている日本語学科の生徒が多くいまし
た。そのため、友達を比較的簡単に作ることができました。そして、彼らと交流する中でイタ
リア語を向上させることができました。また、イタリア人は知らない人とも一緒にお酒を飲ん
だり、ご飯を食べたりするので、友達の友達が自分の友達になることがよくあり、そのような
イタリア人の気質のおかげで交友の輪を広げることもできました。二点目は、治安がいい町で
あった点です。この留学を通してヴェネチア以外の街にも行きましたが、やはり治安がいいと
観光に集中できますし、その街が好きになると思います。それと同じように、治安がいいから
こそ安心して勉強できましたし、様々な活動に取り込むことできました。 
悪かった点は、国際関係の授業が少なかった点です。私は、国際関係の勉強を日本以外の国で
したいと思って、留学を決意したのですが、いざイタリアで受講できる授業を調べてみると、
イタリア語で開講されていたり、私の留学期間終了後開講されることになっていたり、教授が
見つからないためその授業は開講されなくなったりなどし、結局は一つだけしか国際関係の授
業をとることができませんでした。この授業自体の内容は興味深かったのですが、他にも受講
してみたいと思っていたので、この点に関しては残念でした。 
この留学を通してイタリアのことが好きになったと同時に日本のことも好きになりました。な
ぜなら、イタリアで生活することで日本の良さに気付くことができたからです。銀行での対応
の良さ、お店でのお客様に対する気遣い、24時間空いているコンビニがあること、郵便が確実
に届くこと、など今まで当たり前に思っていたことが、場所が変われば当たり前ではないこと
に身に染みて感じることができました。この感謝の気持ちを忘れず、留学での経験を生かして
いきたいと思います。 


